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こんなお客さまにおすすめです

平素は「⼤和住銀 先進国国債ファンド（リスク抑制型）（愛称︓未来のコツ）」（以下、当ファンド）をご愛顧賜
り、厚く御礼申し上げます。本レポートでは、当ファンドをおすすめしたいお客さまとその理由についてご説明いたします。

「未来のコツ」はこんなお客さまにおすすめです

当ファンドのおすすめポイント

個人向け国債や預金から投資への
ファーストステップとしておすすめ
です。

ポイント 安定性を重視した運⽤

ポイント 機動的配分調整により、債券の利回り獲得を⽬指す運⽤

ポイント ⻑期投資で購⼊タイミングによるリスクが低減

保有するのは先進国の国債でリスク
（値動き）を抑えた運用が期待できる
ファンドです。

大きな値動きを
避けたいお客さま



※この資料の最終ページに重要な注意事項を記載しております。必ずご確認ください。 2/6

2021年6⽉30⽇
販売⽤資料

おすすめの理由１
安定性を重視した運⽤

⼤きな値動きを
避けたいお客さま

おすすめの理由２
機動的配分調整で債券の利回り獲得を⽬指す運⽤

低⾦利に悩む
お客さま

＜年率期待利回りの推移＞
（2018年5⽉末〜2021年5⽉末、⽉次）

＊年率期待利回りは債券の利息収益と債券価格の予想上昇
率（ロールダウン効果）等の合計（為替ヘッジコスト控除
後）。試算⽇時点で市場動向等が変化しなかった場合に期
待される利回りで、市場動向等の変化により値は変化します。

こんなお客さまに
おすすめです

はじめて投資を
お考えのお客さま

こんなお客さまに
おすすめです

• 当ファンドは投資魅⼒の⾼い残存年数の先進国国債に投資し、値動きを⽇本国債並みに抑えた運⽤を⾏います。
• 市場の動きに合わせて資産配分を機動的に調整し、シミュレーションでは株価の下落局⾯でも安定した値動きでした。

※ 上記は過去の実績、過去のデータを基に委託会社が⾏ったシミュレーションの結果ならびに試算、および当資料作成時点の⾒通しであり、将来の運⽤成果等を⽰唆あるい
は保証するものではありません。⾒通しは今後、予告なく変更される場合があります。

※ ファンド購⼊時には、購⼊時⼿数料がかかる場合があります。また、換⾦時にも費⽤・税⾦などがかかる場合があります。詳しくは5ページおよび投資信託説明書（交付⽬
論⾒書）をご覧ください。

＜各資産の値動きと株価下落局⾯の騰落率＞
（2007年12⽉末〜2021年5⽉末、⽉次）（ポイント）
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＜リーマンショック時の騰落率＞
（2008年8⽉末〜2009年2⽉末）

＜チャイナショック時の騰落率＞
（2015年7⽉末〜2016年2⽉末）

＜コロナショック時の騰落率＞
（2020年1⽉末〜2020年3⽉末）

当ファンド実績

（年/⽉）

※2007年12⽉末を100として指数化。

（注1）先進国株式はMSCIコクサイ・インデックス（円ベース、配当込み）、先進国リートはS&P先進国REITインデックス（円ベース、配当込み）。各指数は当ファンドの
ベンチマークではありません。

（注2）2007年12⽉末〜2018年4⽉26⽇までは、当ファンドと同様の運⽤⼿法で運⽤したものとして算出したシミュレーション（信託報酬相当分を控除）であり、当ファ
ンドの実績ではありません（取引費⽤や税⾦、⼿数料等は考慮していません）。2018年4⽉27⽇以降は、当ファンドの基準価額（信託報酬控除後）を使⽤。
当ファンドは2021年5⽉末現在において分配を⾏っておりません。

（出所）Bloombergのデータを基に委託会社作成

• 当ファンドは投資効率の⾼い国債の組⼊れや為替ポ
ジションの調整などによりファンド利回りの向上を⽬指す
運⽤を⾏っており、年率期待利回り＊は約2年ぶりに
1%台に上昇しました（2021年5⽉末時点）。

• 低⾦利に悩むお客さまにとって、当ファンドの活⽤は⼀
つの選択肢になると考えます。
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＜ご参考＞
積⽴投資で資産をコツコツ育てよう

おすすめの理由３
⻑期投資で購⼊タイミングによるリスクが低減

（注1）2007年12⽉末〜2018年4⽉26⽇までは、当ファンドと同様の運⽤⼿法で運⽤したものとして算出したシミュレーション（信託報酬相当分を控除）であり、当ファ
ンドの実績ではありません（取引費⽤や税⾦、⼿数料等は考慮していません）。2018年4⽉27⽇以降は、当ファンドの基準価額（信託報酬控除後）を使⽤。

（注2）リターンは年率換算していません。
※上記は過去の実績および過去のデータを基に委託会社が⾏ったシミュレーションの結果であり、将来の運⽤成果等を⽰唆あるいは保証するものではありません。

当⾯ご資⾦を使う
予定のないお客さま

こんなお客さまに
おすすめです

こんなお客さまに
おすすめです

これから資産形成を
お考えのお客さま

＜積⽴投資の効果＞
（2007年12⽉末〜2021年5⽉末）（万円）

で積⽴投資

• 当ファンドを3年以上保有した場合、どのタイミングで投資してもリターンはプラスという結果でした。
• 当ファンドに5年投資した場合は、3年投資した場合よりもリターンは概ね上回っており、⻑期保有することがより⼤き
なリターン獲得のコツになります。 ＜投資期間別リターン＞

当ファンドに3年間投資した場合のリターンのシミュレーション
2007年12⽉〜2018年5⽉（投資開始⽉の⽉末ベース）

当ファンドに5年間投資した場合のリターンのシミュレーション
2007年12⽉〜2016年5⽉（投資開始⽉の⽉末ベース）

3年以上保有した場合、
どのタイミングで投資してもリターンはプラスでした。

• 2007年末から約13年間、毎⽉1万円を積⽴預⾦した場合と当ファンド（シミュレーション期間を含む）で積⽴投
資した場合、元本161万円に対する直近の残⾼および投資成果は、下のグラフの通りとなりました。
• 投資タイミングを分散させる積⽴投資を⻑く続けることが、元本割れリスクを低減させるコツと考えられます。

（注1）2007年12⽉末〜2021年5⽉末の毎⽉末に1万円預⼊れおよび投資したと仮定して計算。
ただし、最終⽉は預⼊れおよび投資をしません。なお、購⼊時⼿数料等は考慮していません。

（注2）積⽴預⾦は⽇本銀⾏発表の2007年12⽉末時点の店頭表⽰預⾦（預⼊⾦額300万円
未満）の⾦利0.792％（10年、半年複利、10年経過後は普通預⾦⾦利0.001％）で算
出（税⾦等は考慮していません）。

（注3）当ファンドは2007年12⽉末〜2018年4⽉26⽇までは、当ファンドと同様の運⽤⼿法で運⽤
したものとして算出したシミュレーション（信託報酬相当分を控除）であり、当ファンドの実績で
はありません（取引費⽤や税⾦、⼿数料等は考慮していません）。2018年4⽉27⽇以降は、
当ファンドの基準価額（信託報酬控除後）を使⽤。当ファンドは2021年5⽉末現在において
分配を⾏っておりません。

（出所）⽇本銀⾏のデータを基に委託会社作成
※左記は⼀定の前提条件に基づき、過去のデータを⽤いて委託会社が⾏ったシミュレーションの結果であ
り、将来の運⽤成果等を⽰唆あるいは保証するものではありません。積⽴投資を続けた場合でも投資
元本を下回ることがあります。



6ページの「投資リスク」と「ファンドの費⽤」の内容について必ずご確認ください
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※その他の先進国国債に投資する場合もあります。

※組⼊外貨は原則として⽶ドル、ユーロ、英ポンド、豪ドル、カナダドルとします。
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※投資魅⼒が⾼い国債と為替・現⾦を機動的に組み合わせることで、リスクをコントロールします。
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※課税上は株式投資信託として取り扱われます。

※この資料の最終ページに重要な注意事項を記載しております。必ずご確認ください。
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■⾦利変動に伴うリスク ■信⽤リスク ■為替リスク ■流動性リスク ■カントリーリスク

※上記の⼿数料等の合計額については、保有期間等に応じて異なりますので、表⽰することができません。

詳しくは投資信託説明書（交付⽬論⾒書）等をご覧ください。

詳しくは投資信託説明書（交付⽬論⾒書）等をご覧ください。

＜基準価額の変動要因＞
 当ファンドは、値動きのある有価証券等に投資しますので、基準価額は変動します。したがって、投資者の投資元本は保証されて
いるものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、投資元本を割り込むことがあります。

 運⽤の結果として信託財産に⽣じた利益および損失は、すべて投資者に帰属します。
 投資信託は預貯⾦と異なります。また、⼀定の投資成果を保証するものではありません。
 当ファンドの主要なリスクは以下の通りです。

＜その他の留意点＞
 当ファンドは「ファミリーファンド⽅式」により運⽤するため、当ファンドと同じマザーファンドを投資対象とする他のベビーファンドに追加
設定・⼀部解約により資⾦の流出⼊が⽣じた場合、その結果として、当該マザーファンドにおいても組⼊有価証券の売買等が⽣
じ、当ファンドの基準価額に影響を及ぼすことがあります。

 ファンドのお申込みに関しては、クーリング・オフ制度の適⽤はありません。
 投資資産の市場流動性が低下することにより投資資産の取引等が困難となった場合は、ファンドの換⾦申込みの受付けを中⽌
すること、および既に受け付けた換⾦申込みを取り消すことがあります。
分配⾦に関する留意事項
 分配⾦は、預貯⾦の利息とは異なり、ファンドの純資産から⽀払われますので、分配⾦が⽀払われると、その⾦額相当分、基準
価額は下がります。

 分配⾦は、計算期間中に発⽣した収益（経費控除後の配当等収益および評価益を含む売買益）を超えて⽀払われる場合
があります。その場合、当期決算⽇の基準価額は前期決算⽇と⽐べて下落することになります。また、分配⾦の⽔準は、必ずしも
計算期間におけるファンドの収益率を⽰すものではありません。

 投資者のファンドの購⼊価額によっては、分配⾦の⼀部または全部が、実質的には元本の⼀部払戻しに相当する場合があります。
ファンド購⼊後の運⽤状況により、分配⾦額より基準価額の値上がりが⼩さかった場合も同様です。

分配⾦に関する留意事項
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【重要な注意事項】
 当資料は三井住友DSアセットマネジメントが作成した販売⽤資料であり、⾦融商品取引法に基づく開⽰書類ではありません。
 当資料の内容は作成基準⽇現在のものであり、将来予告なく変更されることがあります。また、当資料は三井住友DSアセットマネジメントが
信頼性が⾼いと判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありません。

 当資料にインデックス・統計資料等が記載される場合、それらの知的所有権その他の⼀切の権利は、その発⾏者および許諾者に帰属します。
 投資信託は、値動きのある証券（外国証券には為替変動リスクもあります。）に投資しますので、リスクを含む商品であり、運⽤実績は市
場環境等により変動します。したがって元本や利回りが保証されているものではありません。

 投資信託は、預貯⾦や保険契約と異なり、預⾦保険・貯⾦保険・保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また登録⾦融機
関でご購⼊の場合、投資者保護基⾦の⽀払対象とはなりません。

 当ファンドの取得のお申込みにあたっては、販売会社よりお渡しする最新の投資信託説明書（交付⽬論⾒書）および⽬論⾒書補完書⾯
等の内容をご確認の上、ご⾃⾝でご判断ください。また、当資料に投資信託説明書（交付⽬論⾒書）と異なる内容が存在した場合は、
最新の投資信託説明書（交付⽬論⾒書）が優先します。投資信託説明書（交付⽬論⾒書）、⽬論⾒書補完書⾯等は販売会社に
ご請求ください。

作成基準⽇︓2021年5⽉末

取扱販売会社名 登録番号 ⽇本証券業
協会

⼀般社団法⼈
⽇本投資顧問
業協会

⼀般社団法⼈
⾦融先物
取引業協会

⼀般社団法⼈
第⼆種⾦融商
品取引業協会

auカブコム証券株式会社 ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑(⾦商)第61号 〇 〇 〇
株式会社ＳＢＩ証券 ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑(⾦商)第44号 〇 〇 〇
岡三オンライン証券株式会社 ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑(⾦商)第52号 〇 〇 〇
寿証券株式会社 ⾦融商品取引業者 東海財務局⻑(⾦商)第7号 〇
静岡東海証券株式会社 ⾦融商品取引業者 東海財務局⻑(⾦商)第8号 〇
株式会社中京銀⾏ 登録⾦融機関 東海財務局⻑(登⾦)第17号 〇
松井証券株式会社 ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑(⾦商)第164号 〇 〇
株式会社ゆうちょ銀⾏ 登録⾦融機関 関東財務局⻑(登⾦)第611号 〇
楽天証券株式会社 ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑(⾦商)第195号 〇 〇 〇 〇

（50⾳順）

（ファンドの募集・販売の取扱い等を⾏う者）

詳しくは投資信託説明書（交付⽬論⾒書）等をご覧ください。

（ファンドの財産の保管および管理を⾏う者）


